
高
校
は
進
路
や
適
性
で
コ
ー
ス
選
択

高
校
は
、
普
通
科
２
学
級
、
国
際
情

報
科
３
学
級
を
設
け
ま
す
。
２
年
次
か

ら
は
、普
通
科
は
３
コ
ー
ス（
国
際
コ
ー

ス
、
文
系
コ
ー
ス
、
理
系
コ
ー
ス
）、
国

際
情
報
科
は
４
コ
ー
ス
（
流
通
コ
ー
ス
、

経
済
コ
ー
ス
、会
計
コ
ー
ス
、情
報
コ
ー

ス
）
の
中
か
ら
、
自
分
の
進
路
や
特
性

に
基
づ
き
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
進
路
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

入

学

す

る

に

は

中
学
校
へ
の
入
学

県
北
地
区
の
小
学
校
を
平
成
１７
年
３

月
に
卒
業
す
る
児
童（
現
在
の
６
年
生
）

か
ら
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
面

接
、
作
文
、
適
性
検
査
（
集
団
活
動
）

及
び
報
告
書
に
よ
り
入
学
者
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。
募
集
人
員
は
８０
人
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
へ
の
入
学

１７
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生

徒
（
現
在
の
３
年
生
）
か
ら
出
願
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
併
設
の
中
学
校
か

ら
は
、
選
抜
な
し
で
入
学
で
き
ま
す
）。

入
学
者
の
選
抜
は
「
秋
田
県
公
立
高

等
学
校
入
学
者
選
抜
実
施
要
綱
」
に
準

じ
て
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
は
、
普
通
科
８０
人
、
国
際

情
報
科
１
２
０
人
の
計
２
０
０
人
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１６
年
９
月
〜
１０
月

・
中
学
校
募
集
公
告

・
高
等
学
校
募
集
公
告

・
中
学
校
入
学
者
選
抜
実
施
要
綱
説
明

会
１２
月

・
中
学
校
入
学
出
願
受
け
付
け

校
章
図
案
、
校
歌
歌
詞
募
集

県
立
大
館
国
際
情
報
学
院
の
校
章
図

案
と
校
歌
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

１
人
で
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
郵
送
か
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

校
章
図
案
は
ハ
ガ
キ
判
で
、
着
色
す
る

場
合
は
３
色
以
内
。
校
歌
歌
詞
は
、
中

学
生
と
高
校
生
が
一
緒
に
歌
え
る
よ
う

な
わ
か
り
や
す
く
は
っ
き
り
と
し
た
も

の
を
、
Ａ
４
判
横
の
用
紙
に
縦
書
き
に

し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
説
明
も
付
け
て
く
だ
さ
い
。

賞
（
図
案
、
歌
詞
共
に
）

入
選
作
に
は
５
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

締
め
切
り
・
８
月
２５
日（
水
）消
印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
７
―
０
８
７
２

大
館
市
片
山
町
３
丁
目
１０
―
１６

県
高
校
教
育
課
中
高
一
貫
教
育
校
開

設
準
備
班

�
４３
―
０
９
５
５

来
春
卒
業
す
る
高
校
生
の
求
人
受
け
付
け
が
６
月
２０
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
高
校
生
の
地
元
就
職
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
企
業
に
積
極
的

に
採
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
市
で
は
、
地
元
に
就
職
す
る

か
た
が
増
え
る
こ
と
が
、
市
勢
発
展
の
基
礎
に
な
る
も
の
と
考
え
、
そ
の

願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
７
月
１３

日
に
は
、
大
館
商
工
会
議
所
を
始
め
、
あ
き
た
北
農
業
協
同
組
合
、
ニ
ュ
ー

ロ
ン
グ
株
式
会
社
大
館
工
場
、
株
式
会
社
木
村
食
品
工
業
、
ニ
プ
ロ
株
式

会
社
と
い
っ
た
地
元
企
業
や
誘
致
企
業
５
社
を
訪
問
し
、
高
校
生
の
求
人

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

雇
用
に
は
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
一
定
量
の
雇
用
、
つ
ま
り
、

定
年
な
ど
で
退
職
す
る
か
た
を
補
う
雇
用
で
す
。
も
う
一
つ
は
経
営
規
模

の
拡
大
や
誘
致
企
業
の
操
業
開
始
な
ど
に
よ
る
新
規
雇
用
で
す
。
雇
用
を

拡
大
す
る
た
め
に
は
、
後
者
の
新
規
雇
用
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
企
業
に
も
誘
致
企
業
に
対
し
て
も
、
市
と
し
て

で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
結
果
、
大
館
市
工
場
等
設
置

促
進
条
例
に
基
づ
く
指
定
工
場
は
、
毎
年
一
定
数
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
産
地
消
と
い
う
、
地
元
で
作
っ
た
農
作
物
を
地
元
で
消
費
す

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
も
、
農
作
物
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
館
の
企
業
が
作
っ
た
物
を
購
入
し
た
り
、
大
館

の
企
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
得
た
り
す
る
こ
と
も
地
産
地
消
で
す
。
私
た
ち

が
進
ん
で
大
館
産
品
の
地
産
地
消
を
す
る
こ
と
と
、
そ
の
良
さ
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
雇
用
を
拡
大
し
、
ひ

い
て
は
地
元
就
職
率
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
産
地
消
が
地
域
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に

し
て
、
雇
用
創
出
に
向
け
、
地
元
企
業
・
誘
致
企
業
を
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

雇
用
創
出
に
向
け
て
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